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（伊達）
多魅氣と石炭と砿から作られると思はれる餓可勤ナ・・ンは蜘、
が國でも蘭になってみるよう劇霊鋤三面繰を作るが・鋤ヲ臨，
糊かつ耐難の研膿にも利丹拙來る事拗かつk．塁壁砂をナィ。ン
と混ぜて離韻下瞠みの形酢りあげた一閃は從勅ものに上ヒし非常、、
優秀だといはれる・嫡之は特許を得たカミ直ちにデ＝　1’・ン爾tに鞭され2，．
編鰍記七二鼠っても未だ四一，繊の期に＄lllii［：てたのだ．
期3日の翻膿は・期の告t」‘tC從って・獺よ殖々鴫眞を逡附して
いたN’V・た．ぺ1ジの都合上・一部來月廻しにした事を御了解願ひ度い
長く北支・瀞1を醐｛講繊そ沖であった飯も，一時の不快を全く．，り
もどレすっかり蝋な馳をして鱒に醗された・御漏中には，こEi，）
失態をし三飯や會購氏に購ないと思ってみる面舵からはfi長th　p，，y
られたので，叉，新しい生き生きした號になる事と思ってみる．
　向暑の節，末記乍ら會員諸氏の御健康を隔る．　　　　　（編輯員＿1司）
